
 

 

 

 

 

 

 

中原小のよさと伝統を受け継ぐ 

校長  水野伸一郎 

 

台風や豪雨など、天気予報の情報を気にする

ことの多かった夏休みでしたが、中原小の子供

たちが始業式に明るく元気な笑顔を見せてく

れたことを何よりも嬉しく思います。 

 

 さて、本校は開校６０周年を迎え、２学期に

は開校６０周年記念集会や開校６０周年記念

式典等、記念行事実施を予定しています。 

２学期のスタートとなる本日の始業式では、

普段何気なく目にしている校名や校章の由来

について話をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「元気にあいさつができる人が多い。」 

「こんなに人数が多いのに、全校で集まった

時にとても静かに話を聞いている。」 

「靴箱の靴がそろっている。」等。 

よいところを見付け、よい行動を真似する

ことのできる子供たち。いいと思うことを続

けることでそれが、当たり前になります。よ

い習慣は、その子の力になります。地域の

方、保護者の方のご理解とご協力を得ること

でよい行動が広がり、受け継がれてきている

のが中原小学校のよさだと考えています。 

開校６０周年記念行事は、開校当時からの

思いや願いの一端に触れ、中原小学校のよさ

や受け継がれてきた伝統について考えると共

に、子供たちが、さらによりよい中原小学校

を創っていこうとする気持ちを高める機会に

したいと考えています。 

 

節目の時に、整った環境の中で、落ち着いて

学習に取り組めること、学びを見守り支えてく

ださるたくさんの方にも感謝の気持ちをもて

る子供たちであってほしいと思います。そし

て、できるようになったこと、成長したことを

実感できる２学期にしてほしいと思います。 

 

 

「時を刻みながら、

中原小に学んだ子

供たちを見守って

きた時計」 

 

来年度末移転予定

の中原小学校新校舎

でも新たな時を刻ん

でいきます。 

 

『校名について』 

・昭和３４年、ひばりが丘団地の誕生に 

合わせ開校。 

・地域や保護者の方の「文化の中心とし 

 て誇れる学校」になってほしいとの願

いで「中原小」という校名になる。 

『校章』 

・昭和３４年に決まる。 

・ひばりのように天高く舞い上がる姿を 

図案化。未来に向かってとびたつように 

 との願いが込められている。 

『中原小学校のよさ』 

・中原小の皆さんの今行っている、よい 

習慣の中にも受け継がれていること。 

 

中原だより   

令和元年度  第５号 
西東京市立中原小学校 
校長  水野伸一郎 
令和元年 ９月２日 

 
http://www.nishitokyo.ed.jp/e-nakahara/ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


